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「学校臨床の新展開」などと大きなテー

マで書かせていただき早 7 年、何とか 1 回

のお休みだけで 30回の連載。物事が長続き

しない私が、内容が稚拙ながらもここまで

続いたのは、叱咤激励しながら、あたたか

く見守っていただいた団編集長はじめ編集

にかかわっている皆様のおかげです。 

さて、私は 2013年度まで大学教員の傍ら

週に１度、中学校のスクールソーシャルワ

ーカーとして活動を行っていました。社会

的にも、この間、子どもの貧困が注目され、

「学校をプラットフォームに！」が合言葉

となり、なかでも「スクールソーシャルワ

ーカー」への期待は熱く！？、2019年まで

に１万人に増やす目標も掲げられました。

急激な量的拡充は質の担保がなされるので

しょうか。 

2017 年８月１日に行われた、「子供の貧

困対策に関する有識者会議」のなかでは、

これまでスクールソーシャルワーカーの拡

充を訴えてきた山野氏が以下のように述べ

ています。 

「学校プラットフォームについては、私

も一生懸命推進しているところだが、スク

ールソーシャルワーカーはすごく増員され

るということで、が、、（議事録のまま）ど

この県もスクールソーシャルワーカーが何

かできるのかわからないまま学校にばらま

かれている。その人たちは、つながる仕組

みがないので、学校へ一人急にぽんと入っ

ても何もできない。そのため、数が入ると

いうことがすごくもったいない。去年 12月

でも相談件数はゼロというスクールソーシ

ャルワーカーがいた。これが実態ででもあ

る。」 

「どうやって動いていくのか、ソーシャ

ルワークの技術というのは厚労省管轄にな

ってくる。例えば、児童相談所の児童福祉

司の研修は厚労省でとりまとめている。今

回、児童福祉法改正でかなり増員されてい

る。ちゃんと育成から手を打っているが、

スクールソーシャルワーカーは全く数だけ

各自治体がとにかく増やしなさいとなって

いるため、非常にリスキー。クライアント

からの連絡が携帯電話にどんどん入って、

土曜日、日曜日に職業意識のコントロール

がないまま動いているスクールソーシャル

ワーカーや自治体もある。、専門職としての

認識の統一や周知が自治体にない。とにか

く相談があったことは全部受けないといけ

ない、夜昼関係なく。枠がないから、週１

回というような勤務のため、そんなことも

起きている。」 
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 「難しい問題は、専門家へ」しかし、そ

の専門家と言われる人が知識と技術と倫理

を持ち合わせていなければ、一番困るのは

目の前の子どもたちです。今後数年で、学

校現場にはどのような変化が生じるのでし

ょうか。「学校臨床の新展開」は、この 30

回を持って一旦終了させていただけたらと

存じます。今後は、ライフワークでもある

若者支援や社会的養護を取り上げて行きた

いと思います。 

これまでのテーマ 

1、「スクールソーシャルワーク元年」（2010

年 6月） 

2、「学校と児童虐待Ⅰ」（2010年９月） 

3、「学校と児童虐待Ⅱ」（2010年 12月） 

4、「学校と児童虐待Ⅲ」（2011年 3月） 

5、「ののさんのこと」（2011年 6月） 

6、「ひとり親がふつう」（2011年 9月） 

7、「ひとり親と子育て」（2011年 12月） 

8、「今、この時代に教員であることの辛さ」

（2012年 3月） 

9、「消えた子どもたちはどこへ」（2012 年 6

月 15日） 

10、「外国人も住民票を。しかし・・・」（2012

年 9月） 

11、「家庭を支える社会資源」（2012年 12月） 

12、「子どもたちの放課後」（2012年 3月） 

13、「教育と福祉」（2013年 6月） 

14、「夏休み」（2013年 9月） 

15、「ケースの発見」（2013年 12月） 

16、「誰のニーズか」（2014年 6月） 

17、「妖怪と子どもたち」（2014年 9月） 

18、「早期発見・早期介入」（2014年 12月） 

19、「ネット社会と子どもたち」（2015年 3月） 

20、「スクールソーシャルワーカーが足りな

い」（2015年 6月） 

21、「此処じゃない何処かへⅠ」（2015年 9月） 

22、「此処じゃない何処かへⅡ」（2015 年 12

月） 

23、「居場所なき子らの生活保障」（2016 年 3

月） 

24、「居場所なき子らの生活保障Ⅱ」（2016年

6月） 

25、「居場所なき子らの生活保障Ⅲ」（2016年

9月） 

26、「「不登校」スクールソーシャルワーカー」

（2016年 12月） 

27、「チーム学校？ チーム児童相談所？」

（2017年 3月） 

28、「チーム学校Ⅱ」（2017年 6月） 

29、「変わり行くもののなかで」（2017年 9月） 

30、「スクールソーシャルワーカー１万人計画

の行方」（2017年 12月） 
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